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　先日、日本のロケット開発に携わり、小
惑星探査機「はやぶさ」の開発に関わった
JAXA 名誉教授・的

まと

川
がわ

泰
やす

宣
のり

さんの講演を聴く
機会がありました。
　講演の中で、世界のロケット開発史上最も
有名な人物、フォン・ブラウン博士の人物像
に触れた部分がありました。私は子どものこ
ろ、ロケットや飛行機に関心があり、フォン・
ブラウンという名前には、実に懐かしい響き
がありました。
　フォン・ブラウン博士はナチスドイツが開
発した世界最初の液体燃料弾道ミサイル（兵
器としてのロケット）である「Ｖ2」を研究開
発した科学者です。彼は、ナチスドイツが連
合国に降伏した後、米国に渡り、アポロ計画
で人類を月に送った「サターンロケット」の

開発に中心的役割を果たしました。
　そのフォン・ブラウン博士が来日した際に、
的川先生が「ナチスドイツで兵器としてのロ
ケット開発に従事していたことについて、現
在どう思っているか」という趣旨の意地悪な
質問をしたところ、即座に「自分は、悪魔と
取引をしてでも火星に行くためのロケットを
造りたかった」という言葉が返って来たそう
です。
　一方、原子爆弾開発計画であるマンハッタ
ン計画の責任者で「原爆の父」と呼ばれたオ
ッペンハイマー博士は、広島、長崎の惨状を
もたらした自分たちの研究開発を、後に大変
悔いていたそうです。
　科学技術を兵器に使うか、人類に役立つ分
野で使うかは、科学者の責任というよりは政
治の責任であると言えるでしょう。しかしな
がら、自分の研究成果によって大勢の人の命
が奪われたことに対する悔いの念を感じるこ
とのない「強い意志」に対しては、個人的には、
不安を感じます。
　現代の科学技術の最先端を走っている研究
者たちがオッペンハイマー博士のような心情
を持っていることを祈るのみです。

43　科学者の心情

　「
自
分
が
知
ら
な
か
っ
た
川
越
を
知
る
こ
と
が
で
き
て

よ
か
っ
た
」「
川
越
の
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
」「
川
越
も
捨
て
た
も
の
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
た
」。

　
こ
れ
は
、
川
越
み
ら
い
会
議
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
の
感

想
で
す
。
川
越
み
ら
い
会
議
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
始
ま

る
第
四
次
川
越
市
総
合
計
画
の
策
定
過
程
に
市
民
の
皆
さ

ん
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
開
い
た
会
議
で
す
。保
健
・

医
療
・
福
祉
や
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
、
都
市
基
盤
な

ど
の
分
野
ご
と
に
分
か
れ
て
、
無
作
為
抽
出
で
選
ば
れ
た

市
民
の
方
々
が
「
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
ま
ち
を
め
ざ
し

て
」
を
テ
ー
マ
に
話
し
合
い
ま
し
た
。
初
対
面
同
士
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
川
越
の
未
来
に
つ
い
て
熱
く
語
っ
て
い
た

だ
い
た
こ
の
会
議
の
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、通
勤
者
に
行
っ
た「
ま
ち
か
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」、

女
性
の
声
を
聴
く「
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
」、
市
内
の
大
学

に
通
う
若
者
の
声
を
聴
く
「
大
学
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
な

ど
、多
く
の
方
の
声
を
聴
く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
声
の
多
く

は
、「
自
分
た
ち
が
住
む
、

あ
る
い
は
、
子
ど
も
た
ち
に

残
し
て
い
く
ま
ち
の
将
来

は
、
自
分
た
ち
で
真
剣
に
考

え
る
」
と
い
う
当
事
者
意
識

の
高
い
も
の
で
し
た
。

　
市
で
は
、
こ
う
し
た
皆
さ

ん
の
声
を
次
の
総
合
計
画
に

生
か
し
て
い
き
ま
す
。

未
来
に
向
け
て
⑧

政
策
企
画
課
L
2
2
4
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5
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川
越
み
ら
い
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
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　新河岸川沿いに全周約1,800ｍの寺尾調節池があ
ります。10年ほど前に治水のために整備されたも
ので、今では野鳥が飛来し、カワセミも観察される
など多種多様な動植物が生息し、自然環境がとても
豊かになりました。そのため、近くの小学校では自
然観察の場として活用し、地域の方は早朝からバー
ドウオッチングやウオーキングを楽しむなど、子ど
もからお年寄りまで、たくさんの方々が利用し、交
流の場となっています。
　地元、寺尾地区の4自治会では年に2回「ごみゼロ
運動」に合わせ、調節池を愛する会やボランティア
と一緒に快適な環境を保つため、清掃活動をしてい
ます。また、台風など大雨の後には、PTA や老人
クラブの協力も得て、流れ着いたごみの収集も行っ
ています。
　このように寺尾地区では、住宅地の中の自然豊か
なオアシスを守るために地域が一体となって美化活
動に取り組んでいます。

家
族
の
安
否
確
認
に
つ
い
て

　
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
家
族
が
別
々
の
場
所
で
被
災
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
す
ぐ
に
会
い
に
行
き
た
い
け
れ
ど
、

余
震
、
落
下
物
等
の
二
次
災
害
の
危
険
が
あ
り
、
交
通
も
混

乱
し
て
い
る
。
電
話
は
何
度
か
け
て
も
つ
な
が
ら
な
い
。

　
そ
ん
な
時
に
伝
言
を
残
し
た
り
、
確
認
し
た
り
で
き
る
の

が
「
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
」
で
す
。
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
は
4
種
類
。
被
災
の
あ
っ
た
自
宅
の
固
定
電
話
番
号
を
使

用
す
る「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル（
1
7
1
）」、
携
帯
電
話
各

防
災
危
機
管
理
課
L
2
2
4
︲
5
5
5
4

市
民
と
と
も
に
つ
く
る

　
　
　
　
安
全
で
安
心
な
ま
ち
川
越

社
の
モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
ト
ッ
プ
か
ら

ア
ク
セ
ス
す
る
「
災
害
用
伝
言
板
」、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
「
災

害
用
伝
言
板（
w
e
b
1
7
1
）」、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
利
用
し
て
音

声
フ
ァ
イ
ル
を
パ
ケ
ッ
ト
通
信
で
送

る「
災
害
用
音
声
お
届
け
サ
ー
ビ
ス
」

が
あ
り
ま
す
。

　
災
害
時
は
、
冷
静
に
行
動
す
る
た
め
に
、
気
持
ち
を
落
ち

着
か
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
家
族
の
無
事
を
確
認
す
る
こ

と
は
何
よ
り
も
心
の
支
え
に
な
り
ま
す
。

　
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
は
、
災
害
時
以
外
の
毎
月
1
日
と

15
日
、正
月
三
が
日
等
に
体
験
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
、
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

市民活動支援課L224－5705

　「
段
ボ
ー
ル
は
収
集
さ
れ
た
の
に
、
雑
が
み
だ
け
残
っ

て
い
る
」「
い
つ
も
と
収
集
時
間
が
違
う
」
と
い
う
問
い

合
わ
せ
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
分
別
し
て
い
た
だ
い
た
資
源
を
効
率
よ
く
リ
サ
イ
ク
ル

す
る
た
め
、「
新
聞
紙
・
段
ボ
ー
ル
・
紙
パ
ッ
ク
・
雑
が
み
」

と
「
び
ん
・
か
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
は
、
品
目
ご
と
に

異
な
る
車
両
で
収
集
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
収
集
時
間
に
ズ
レ
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
集

積
所
に
雑
が
み
が
残
っ
て
い

る
の
を
見
て
後
か
ら
段
ボ
ー

ル
を
出
し
た
ら
、
段
ボ
ー
ル

の
収
集
は
終
わ
っ
て
い
た
、

な
ど
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ

う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
収
集
時
間
は
交
通
事
情
等
で
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
集
積
所
に
は
、
収
集
日
の
朝
8
時
ま
で
に
全
て
の
も

の
を
出
し
終
え
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
処
理
と
ぴ
っ
く
す

資
源
循
環
推
進
課
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● iPhone 版 ● Android 版

ごみ出しの強い味方
「川越市ごみ分別アプリ」

配信中 !

　収集日カレンダー、分別辞
典など、ごみ出し情報を提供す
るスマートフォン向けアプリで
す。アプリは無料ですが、イン
ターネット接続などにかかる費
用は利用者の負担となります。

収
集
時
間
の
ズ
レ
に
ご
注
意
を
！


